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神栖中央図書館見学会

2000年 5月14日（日）午後0時半　江戸崎町中央公民館駐車場集合･出発

　参加者は,5月 6日までに田村まで連絡のこと
　　　　電話　40-5011　夜のみ（火･金曜日は不在）
　　　　E-mail PXB12735@nifty.ne.jp（24時間Ｏ．Ｋ．）
　なお,自動車を出せる方は相乗り可能空席数をお知らせ下さい。

　昨年の守谷図書館に続いて,県内トップクラス（全国レベル！）の貸出をしている
図書館を見学します。
　町民に利用･支持される図書館とはどのようなものか,この目で見,聞き、その空
気を実際に肌で感じて見ませんか。
　ただ,日曜日は図書館にとって一週間で一番忙しい日です。無理にお願いして実現
した見学会です。私たちに割いていただける時間はごく短時間です。質問事項（見学
会に参加出来ない方からでも結構です）がありましたら参加締切日までにお寄せくだ
さい。今までに集まったのは
　　利用者　「住民」のみ？　　集会室の利用の仕方,利用状況
　　相互貸借の状況と相手先　県境の図書館として千葉県側の住民・図書館との関係
　　設置の経緯（行政主導or住民の要望）　　　建替えると仮定しての構造の変更点
　　全域サービス（本館と分館・公民館図書室でカバーしているか）
    建設費用をどう捻出したか。　神栖の年間維持費は？　

　



　神栖の図書館について　神栖の図書館について　神栖の図書館について　神栖の図書館について　神栖の図書館について

　　神栖の図書館は,中央図書館（平成2年7月開館･西部）うずも図書館（平成3年5月開館･
東部）中央公民館図書室（中央）の三つの施設からなり,オンラインで結ばれています。開館
以来町民から盛んに利用されています。（4ページの「サービス指標で見る茨城県内公共図書館」
参照）

名前 立地 開館年月 延べ床面積 貸出 図書費 受入冊数 蔵書数

中央図書館 西部 平成2年7月 2,669 385,935 40,000 21,811 214,781

うずも図書館 東部 平成3年5月 2,041 102,782 6,662 6,0175

公民館図書室 中央 （平方メート
ル） （千円）

パンフレットから

　利用者　神栖町在住　もしくは通勤通学しているもの
　借りることができるもの　図書･本　6冊･15日間　　雑誌　2冊15日間
　　　　　　　　　　　　　視聴覚資料　2点8日間
　返すとき　町内どこの図書館でも
　ブックポストへの返却　図書館が閉まっているとき
　読みたい本がないとき　リクエスト（予約）サービス
　開館時間　中央＆うずも　午前10時～午後6時　　金曜日　午後1時～午後6時
　　　　　　公民館図書室　午前10時～午後5時　　金曜日　午後1時～午後5時
　休館日　月曜日　祝日　月末日　特別整理期間　年末年始



　神栖町について　　神栖町について　　神栖町について　　神栖町について　　神栖町について　（神栖町役場ホームページから）

　1　位置
　茨城県の東南部の鹿島地域に位置し、東は太平洋の鹿島灘、西は利根川を経て千葉県の小見川町、東
庄町に、北 は鹿嶋市、南は波崎町に接している。霞ヶ浦と北浦を源とする常陸利根川及び利根川と鹿島
灘にはさまれた平坦な低地にあり、南北に走る国道124号を背に東西はゆるやかに傾斜している。　本町
の北部から東部一帯に鹿島港及び鹿島臨海工業地帯が整備されており、鉄鋼、石油製品等の広域的な供
給拠点として、重要な役割を担っている。

　2　自然条件･土地利用
　気候は海洋性を示し、四季を通じて雨量が少なく寒暖差の少ない比較的温暖な地である。地勢は、平
坦地、沖積低地と砂質土壌からなり、かつては日本４大砂丘の１つに数えられた孤立した鹿島砂丘が標
高30m程度の高さで点在していたが、鹿島臨海工業地帯の造成に伴い姿を消し、町の地形はすっかり変貌
した。　町域の面積は78.96km２であり、東側は臨海工業地帯、西側に農業地帯が広がっている。町を南
北に走る国道124号線に接する溝口地区には、役場など公共機関が集中し、大野原、知手地区が商業の核
となっている。また、国道124号線に接続する水郷有料道路によって東関東自動車道に、県道成田・小見
川・鹿島港線によって千葉へつながっている。

　3　人口 2000年 3月末日現在の人口・世帯　男　２４，２４１人　女　２２，５３７人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 計　４６，７７８人　世帯　１６，６５５世帯　

　4　産業動向
　産業動向について就業別人口の推移でみると、昭和40年以前は第１次産業、特に農業が主な就業先で
あったが、鹿島臨海工業地帯の工場建設などにより都市化が進み、第１次産業従事者が減少し、第２次
産業や第３次産業の就業人口が増加してきている。　　平成７年国勢調査における就業人口構成比をみ
てみると、第１次産業4.3％、第２次　産業40.3％、第３次産業54.8％である。本町の場合、鹿島臨海
工業地帯における雇用創出効果を反映して、第２次産業の特化係数が高いことが特徴である。

　現在、鹿島港には20万トン級の船舶の入港が可能となり、鹿島臨海工業団地には鉄　鋼、石油、化学
等の製造業を中心とした工業集積が形成され、平成６年の工業出荷額は１兆8,200億円（県全体の約17
％）に達するなど県経済の拠点として、また、首都圏における基礎素材型産業の拠点として工業生産の
増大、雇用の拡大、さらには人口の増加、都市施設等の整備水準の向上等をもたらしている。


